
AIやロボット、デジタル、さらには生命工学などの技術革新の進展が著しく

社会に隅々にまで浸透し始めている。

これらは経済社会に大きなメリットをもたらし、“デジタル資本主義“という言葉に表されるように

経済の構造を一変させるような革新力を持っている。

一方、プライバシーの侵害、デジタルデバイド、クローン生物などの生命倫理の問題など

新たな課題も生み出している。

個々人の暮らしの中に深く入りこんだ先端技術は

人々の価値観や幸福感にまで影響するようになってきている。

我々はこれから先端技術とどう向き合えばいいのか。

技術革新に
人間社会は
どう向き合うか

日本シンクタンク協議会主催 2019年度冬季セミナー

１．基調講演

２．パネルディスカッション

パネラー

小宮山 宏（株）三菱総合研究所 理事長

宇佐美篤 （株）東京大学エッジキャピタル パートナー

梅木秀雄 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株） テクノロジー・エバンジェリスト

藤田みさお 京都大学iPS細胞研究所 上廣倫理研究部門部門長 教授

松田哲也 玉川大学脳科学研究所／大学院脳科学研究科 教授

（五十音順）

桑津浩太郎 （株）野村総合研究所 未来創発センター長 研究理事モデレータ

開催日時

会場

定員

2020年2月10日（月） 14：00～16：30（開場13：30）

イイノホール＆カンファレンスセンター RoomA1～A3
（東京都千代田区内幸町２－１－１）

参加申込

150名 （入場無料）

協議会会員企業の方は、各社ご担当までお申し出ください。
一般の方は、e-mailにて下記事務局までお知らせください。

申込・お問い合せ
日本シンクタンク協議会事務局（野村総合研究所内）

jairi@nri.co.jp、03-5877-7248

プログラム

開催概要


